
特定非営利活動法人 山の自然学クラブ

小泉 武栄 東京学芸大学名誉教授（著書：「山の自然学」など）

紺屋 恵子 国立研究開発法人海洋研究開発機構　北極環境変動総合研究
　　　　　　　　 センター（専門：雪氷気象学）

多田 多恵子 植物生態学者（著書：「種子（タネ）たちの知恵」「図鑑NEO花」など）

石井 誠治 樹木医、森林インストラクター（著書：「樹木ハカセになろう」など）

柿崎 喜宏 室戸ジオパーク推進協議会地質専門員（専門：地質学，石灰岩
　　　　　　　　 の堆積学と層序学)

増澤 直  株式会社地域環境計画（著書：「植生環境学」など）

下野 綾子 東邦大学理学部（著書：「攪乱と遷移の自然史(共著)」）

講 師 陣

私たち「山の自然学クラブ」は、山の自然を知り、自然を敬い慈しむ心を膨らませ、そして自然を守
る活動を行っているNPOです。日本山岳会で1993年から始まった「山の自然学講座」が母体と
なり、2001年12月に特定非営利活動法人として認定されました。できるだけ多くの皆様と共に
自然を学び、その価値を理解し、好ましい地球環境の持続に寄与することを目的にしています。
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おもな活動内容
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山の自然学クラブではこの基礎講座の他にも、現地講座や室内講座を開催
しています。また、会員が自然に関わるさまざまな活動をしています。いずれ
も会員以外の方も自由にご参加頂けます。
詳細はホームページをご覧ください。皆様の参加をお待ちしております。
●「山の自然学講座2024」にご参加の方は当年行事の参加費が会員価格になります

1．山の自然学　現地／室内講座の実施
どなたでも参加できる室内講座（座学の公開セミナー）と、各地のフィールドで、専門家の方に現地を見な
がらレクチャーしていただく現地講座を定期的に開催しています。テーマは植物や地質、山や森の成り立
ち、気候変動など様々。開催地も富士山や北アルプスから都心の身近な場所、三陸地域等各地で開催して
います。

2．志賀高原インタープリテーション
毎年、奥志賀のペンション「シャレークリスチャニア」では、山の自然学クラブとの共催で、周辺の自然を散策
しながら学んでいただく「夏休み自然教室」を開催。 山の自然学クラブのメンバーがボランティアのインタ
プリターとしてご案内しています。

3．高山植生モニタリング活動
中央アルプスの木曽駒ヶ岳、三沢岳の数カ所で継続的に高山植物の植生調査、地中温度の測定などの活
動を行っています。長期モニタリングとは、いわば自然の定期健診。毎年の状態を記録しておくことで、変化
を知り、悪い兆候を早めに捉えることができます。8月の現地調査では毎年ボランティア参加者を募集して
います。

4．富士山森林復元活動
国や森林管理署との協定に基づき、富士山の南麓、標高1,000m付近の国有林で植林活動をしています
（富士山南麓森林復元活動）。台風の被害にあって荒廃した人工林の跡を、天然の森にもどすのが目的で
す。植樹・森の手入れ・種の採取など年間を通して作業があり、毎回ボランティア参加者を募集しています。

5．三陸・北上地域の活動
山の自然学クラブでは「三陸・北上地域の活動」として、自分たちの経験と行動力をもとに、できるところか
ら、自然の恵みを活かして地域に貢献する活動を行っています。様々なNPOや団体、学校法人、現地の方々
との協働で「自然学ツアー」「自然再生プロジェクト」「十三浜プロジェクト」などが進行中です。

ニッポンの山ってすごいの？ 世界有数の積雪って本当？
この花はなぜ岩陰に咲いているのだろう？
この尾根を境になぜ植物が変わるのだろう？

自然の不思議に気がつき、その成り立ちに思いを馳せると、
いつもの山歩きが格段に充実します。

山の自然学講座2024
いつもの山歩きが、　楽しくなる。

もっと

http://www.shizen.or.jp/



奥多摩の森は多様性が高いと言われます。三頭山
のブナ林で研究をされてきた増澤先生がその謎、
そして将来について現地で解説します。尾根と沢、
斜面の向き、豪雨や洪水の影響など様々な条件を
考察します。日本の多様な植生について自然条件
と人為的な影響との関係、植生遷移とは何か・・な
ど現地で観察します。

5月18日（土）  現地講座5
「三頭山の地形と植生観察／
ブナ林の現状」 増澤 直 先生

三頭山・檜原
都民の森
日帰り

自然の成り立ちを理解する、全10講座。
日本列島と列島を形づくる日本の山は世界に類を見ない特徴があります。26年目を迎える「山の自然学講座2024」は各分
野で活躍する方々を講師に招き室内講座（座学）と現地（屋外）講座を5回ずつ実施します。地質、地形、気候、植生など自然
を形づくる様々な要素を取り上げてその成り立ちや相互の関連について広く講義します。日本列島の植生や地形に大きな
影響を与えた氷河時代を中心とする自然の歴史、希少な高山植物の分布などについて解説するほか、現地講座では典型的
な事例を実地で観察し、自然の仕組みや繋がりについて学んだ知識の活用法を体験します。この講座を受講して、とびっきり
の山歩きを楽しみませんか。またさらに、野外教育や自然保護活動に活かしてみませんか。

■期間
2024年3月2日（開講）～6月2日　全10回（室内講座5回＋現地講座5回：各回参加も可能）

■受講料
全10回お申し込み（通し参加）の場合：30,000円（当会会員および学生は25,000円）
オンラインセット割引（室内5回をお申し込み）：15,000円（会員区分なし）
講座ごとにお申し込み（各回参加）の場合：3,500円／一講座（当会会員および学生は3,000円）
　※現地講座についてはこのほか交通費・入園料等の実費が必要です。　※オンライン講座の受講に関わる通信費などは各自ご負担下さい

　【参加費に含まれるもの】
　●資料代
　●現地講座については行事保険料が含まれています。イヤフォンガイドを希望する方には割引価格での利用をご案内します。
　 　※山の自然学講座2024を1講座以上受講して頂いた方は，当年開催・実施する当会行事すべてに会員価格でご参加頂けます

　【全講座通し参加の場合は、上記に加えて以下の特典がつきます】
　●最終日に「修了証」をお渡しします。正会員の方には「山の自然学指導員証」が毎年交付されます。
　●前年度の活動をまとめた年会報「山から始まる自然保護」を一部差し上げます

■お申し込み方法
1. ホームページ（下記URL）から申し込みフォームに必要事項を記入・送信してお申し込み下さい。または申込書を
　ダウンロード・ご記入の上　メールまたはFAX、郵送でお申し込みください。　http://www.shizen.or.jp/basic/ ⇒

2. 事務局より受付の返信があったら、受講料を下記口座までお振り込みください。
　受講料振込先　三井住友銀行　港南台支店172　普通　6610522　山の自然学クラブ
　　　　　　　　みずほ銀行　　 銀座支店035　　普通　2569550　山の自然学クラブ
　 ※事務局から申込み確認の連絡をお受け取り後、受講料をご入金ください。入金確認をもって受付完了とさせて頂きます。
　　 不明点等はお気軽にお問い合わせください。
　　 受講料は原則として返金できませんのでご了承下さい（年内別講座に振り替えて受講することは可能です）。

■参加申込締切
通し参加　2024年2月29日
各回参加　各講座開催日の一週間前(期限後のキャンセルは実費を頂戴します)

■室内講座の時間・会場
時間　　　　　　　　　　　　　　　14時もしくは15時　～2時間半程度
　　　　　　　　　　　　　　　　　19:00 ～ 21:00
　　　　※開催時間は各回異なりますので　ホームページでご確認ください。

会場　エコギャラリー新宿／新宿中央公園内など都内会場
　　　室戸世界ジオパークセンター（第3回講座）
　　　　※室内講座の開催方法は会場開催／オンラインの両方があります。
　　　　　講座は録画を受講者限定で一定期間視聴できるようにします。詳しくはホームページをご覧ください

■現地講座の集合時間・集合場所
集合時間・集合場所、必要な持ち物などについて、申し込まれた方に直接ご案内します。

修了証

実施概要

地球上に水は気体、液体、固体（氷）の状態で存在
し、環境を作り上げています。氷河の研究のため
に世界中を駆け回っている紺屋講師から、雪や氷
が作る特徴的な景観とそのメカニズム、雪や氷と
その周辺植生、そして氷河のこれから･･･など。世
界と日本における氷の世界について様々な視点で
お話し頂きます。

3月12日（火）  第2回室内講座

「雪と氷から見た地球環境」
紺屋 恵子 先生

※オンライン開催

日本の植生や生態系は多様性に富んでいると言
われています。日本列島の様々な環境で生き物が
どのように分布し生きているのか学びます。気候
帯や歴史による植生の違い、自然条件と人為的な
影響などについて考えてみましょう。植生図や地
形図の活用方法など、調査や自然保護の実践に
役立つ知識も解説します。

4月20日（土）  第4回室内講座

「日本の植生」
増澤 直 先生

※会場＋オンライン

身近に生えている樹木は、どのような生き方・暮
らし方をしているでしょう。今回は歴史のある新
宿御苑を散策しながら現地で講義を受けます。
私たちにとって大切な存在である樹木や生き物
とそれらの相互関係、さらに人との関わりについ
て五感を使いながら観察し、考えてみましょう。
※公園の入園料が必要です

4月6日（土）  現地講座3
「五感で学ぼう！自然学
－樹木の生き方暮らし方」 石井 誠治 先生

山の自然学とは？・・岩場で出会う花々や、山の上
で広がるお花畑に癒されたことのある人は多いこ
とでしょう。種類や名前を覚えるだけではなく、可
憐な花たちがなぜそこに育つのかを考え、日本の
山が生まれた歴史から高山植物の分布を読み解
きます。眺めていた景色の見方が一変するかもし
れません。

3月2日(土)  第1回室内講座
「山の自然学を楽しく学ぶために」
「日本と世界の山」 小泉 武栄 先生

※会場＋オンライン

陸上植物の8割以上は、菌根菌とよばれる菌類と
一緒に暮らしています。菌根菌との共生の起源
は、植物が陸上に侵出した4.5億年前とされてい
て、最も一般的に見られる共生関係の1つです。ま
た日本の樹木の多くが葉の裏面にダニの住処とな
る構造を持っています。菌根菌とダニに着目して、
植物との密接な関係を紹介します。

6月2日（日）  第5回室内講座

「植物と共にくらす微生物」
下野 綾子 先生

※会場＋オンライン開催

室戸ジオパークでご活躍の柿崎先生が現地から
講義配信します！現地会場参加も歓迎です。日本
列島は「沈み込み帯」の地殻変動によって形成さ
れ、各地で特有の地層や岩石が観察できます。山
を歩き、地質を学ぶことで日本の特徴を知ること
ができます。講義では日本列島の成り立ちと各地
の山の地質の関係についてお話しします。さらに
現地でこの季節に見頃になるオンツツジなど、高
知や室戸の自然の魅力についてもお話しします。

4月14日（日）  第3回室内講座

「日本の成り立ちと山の地質」
柿崎 喜宏 先生

※会場
　（室戸ジオパークセンター）
　＋オンライン

（土・日曜日開催の室内講座）
（平日・オンライン実施の講座）

河岸段丘が特徴的な地形や湧水を形作るあきる
野を歩き観察しながら、多摩川や関東平野の地史
を考えてみましょう。また、あきる野には豪雪地域
に多いカタクリの群生地があります。春の妖精と
謳われる花が咲く頃、期待をこめて現地を訪れ、
みんなで「東京にカタクリのある不思議」を考えて
みましょう。

3月23日（土）  現地講座1
「多摩地域の地形地史/
東京にカタクリのある不思議」小泉 武栄 先生

動けない植物は風や虫や鳥や動物を利用したり
操ったりして巧みに花粉を運ばせています。食べ
られたり食べさせたりする巧みな戦略も。ちょっと
意識して、五感を駆使して「見て・さわって」みれば
植物の知恵や不思議が見えてきます。虫、鳥や動
物、菌類などとの様々な関わりに目を向ければさ
らに世界が広がります。
※植物園の入園料が必要です

3月30日（土）  現地講座2
「小石川植物園　～植物と虫との
生存戦略を考えよう」 多田 多恵子 先生

＠日経サイエンス

新宿御苑
日帰り

相模川を挟んで両側の地質スポットや地形を観
察しながら歩きます。縄文時代の遺跡が多く見つ
かっている相模川の河岸段丘。その成り立ちを
じっくり歩いて観察してみましょう。条件がよけれ
ばグリーンタフ（海底火山由来の火山灰からでき
た緑色の凝灰岩）の岩石も観察できます。

5月12日（日）  現地講座4
「藤野の地質と河岸段丘・
地質地形と植生の観察」 小泉 武栄 先生

藤野
日帰り

あきる野
日帰り

小石川
植物園
日帰り


